
 

安心・安全を大事にして 
校 長  水野 恵美子 

ひまわりが育ち葉の枚数も増え、１年生は成長を楽し

みに水やりをしています。7月の開花が待ち遠しいです。   

４年生が国語「一つの花」の学習をしました。教科書

が改訂しても残っている教材なので保護者の方でも知っ

ている方がいらっしゃるかもしれません。戦争中、幼い「ゆ

み子」が初めて覚えた言葉は「一つだけちょうだい」でし

た。学習していたのは、出征するお父さんが別れの前に

駅のプラットフォームのはしに忘れられたように咲いてい

た１輪のコスモスの花を「一つだけあげよう。一つだけの

お花、大事にするんだよう。」と言って渡し、よろこんだゆみ

子を見て汽車に乗って行ってしまう場面でした。お父さん

の気持ちを想像し、友達同士でお互いの考えを伝え合い

ました。どの子も自分の考えを伝えている様子に、学級内

で安心して話ができる関係ができていると感じられ嬉しく

思いました。学習では、安心して発言できるように聞く子

供たちへの指導も大事にしています。「話す相手を見て聞

こう」「うなずくなど聞いていることを相手にわかるように

しよう」などです。そして、どの子にも安心感をもって相手

の考えを聞き、自分の考えを広げ、深めることができるよ

うになってほしいという願いをもって授業をしています。 

６月は「ふれあい月間」でした。子供たちが記入した

「ふれあいアンケート」を基に担任も、子供たちが安心し

て学校生活を送っているか話を聞いています。アンケート

には「自分がいやなことをされているか」「それはどんな

ことか」以外にも心配や気になることを自由に書くように

しています。また、１０の質問に対して答えやすいように（３

よくあてはまる、２少しあてはまる、１あてはまらない）１～３

の番号に〇をつけるようにしています。１０の質問を紹介し

ます（①学校に来るのが楽しい②友達と仲良く過ごして

いる③学校の授業が楽しい④自分の思っていることが言

える⑤先生や友達は自分の話を聞いてくれる⑥家では

宿題や明日の用意をしている⑦夜眠れなかったり、朝早

く目がさめたりする⑧いらいらしたり、めんどうに感じるこ

とが多い⑨食欲がない⑩よくお腹や頭がいたくなる）。４

月からのお子様の様子を振り返り、気になることがある方

は、個人面談期間もあるので担任とお話しください。 

毎月の「親子読書の日」は、大人と子供がそれぞれ本

を読んだり、親子どちらかが読み聞かせをしたり、本の話

をしたりとご家庭ごとに工夫した取組をしてくださりあり

がとうございます。家の人がカードにサインをする際、お子

様が読んだ本を知り、本の話をすることでお子様の興味

関心や成長を感じてくださっている様子が伝わってきます。

一言書いてくださったものを紹介させていただきます。低

学年の保護者「最近はものづくりの本をよく読むようにな

りましたね。」「自分の感想をまじえて読んでくれました。」

「皆で本を読めてすてきな時間でした。」「いっしょに読ん

で、ゆったりした時間をすごしました。」高学年の保護者

「弟に気持ちを込めて読んでくれました。」「読みながら

内容を自分なりに解説してくれました。」「最後まであきら

めない大切さを親子で考えるよい機会となりました。」

「朝の読書の時間もよい時間の過ごし方かもしれません。

発見です。」毎日の忙しさの中でも子供たちにとっての安

心感につながる取組を大事にしたいと思います。読書習

慣の形成と親子の心の触れ合いの機会にしてください。

親子読書カードは濃いピンク色で目立つようにしていま

す。今月もご協力をよろしくお願いいたします。１学期の読

書旬間も終わり、子供たちもたくさん本を借りていました。

図書室にない本は、市の図書館利用カードでインター

ネット予約ができ学校にも本が届きます。ご利用ください。 

６月土曜授業のセーフティ教室は、体験型安全教育支

援機構の方に、災害時の安全な行動について体験を交

えて教えてもらい、保護者の方にも聞いていただきました。

子供たちの感想には「地震のゆれから８秒以内に安全な

場所に逃げる」「落ちてこない、倒れてこない、飛んでこな

い場所をさがしておく」とありました。家や通学路で地震

の大きなゆれが起きた場合に「逃げる場所を知っている」

「時々家の人と話している」と書いた子もいました。どこに

逃げるか家庭でも話していることで、子供たちは安心して

安全な場所を考えることができているようです。 

１学期まとめの７月になりました。子供たちの身近なも

のとして動画やゲームがあります。スマートフォンをもつ子

供もいるので、ネットで出会った人に会いに行く、個人情

報を載せてしまう、面と向かって言えないことを書き込ん

でしまうなどの事件・事故・いじめにつながらないよう、ご

家庭でもルールを話し合ってください。学校でも夏休みを

安心・安全に過ごせるよう指導していきたいと思います。
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７月の行事予定 

お知らせ 

日 曜 AS 学校行事　　 SC:スクールカウンセラー勤務日 市行事・PTA他 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 水 全校朝会　社会科見学(3年)　安全指導（全）アセス(3～6)　委員会④ 4 5 5 5 5 5

2 木 個人面談　４ｈ授業 4 4 4 4 4 4

3 金 個人面談　４ｈ授業 ココロイキプロジェクト(6年)　ＳＣ 4 4 4 4 4 4

4 土 2h公開授業　個人面談　和太鼓教室(2,4年)
テトラパック回収　いらっしゃいカフェ

いらっしゃい図書館13:30～16:30
2 2 2 2 2 2

5 日

6 月 振替休業日

7 火 5 5 6 6 6 6

8 水 音楽朝会　避難訓練(不審者２ｈ) 4 5 5 5 5 5

9 木 1年保護者会　1年4h授業 4 5 6 6 6 6

10 金 5 5 6 6 6 6

11 土

12 日

13 月 （昼）たてわり班遊び　ＳＣ 5 5 5 6 6 6

14 火 朝集会　水曜時程 5 5 6 6 6 6

15 水 本の日　科学教室(5年) 親子読書の日　メディアコントロールデー　クラブ④ 読み聞かせ　避難所運営協議会　円卓会議 4 5 5 5 5 5

16 木 4h授業 4 4 4 4 4 4

17 金 終業式　給食終　ＳＣ 4 4 4 4 4 4

18 土

19 日

20 月 海の日

21 火 サマースクール自習教室9:00～10:30　図書室開館9:00～13:30 学校運営協議会

22 水 サマースクール自習教室9:00～10:30　図書室開館9:00～13:30

23 木 サマースクール体験教室9:00～15:00

24 金 サマースクール体験教室9:00～15:00

20 木 漢字検定 いらっしゃい図書館9:00～12:00

25 火 いらっしゃい図書館9:00～12:00

28 金 PTA交流会13:30～15:00

1 火 始業式　小中合同引き取り訓練  4h授業　命の週間始 4 4 4 4 4 4

2 水 全校朝会　4h授業　給食始 4 4 4 4 4 4

９月の予定

８月の予定  （8/10～8/17 は閉庁日です。）
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〈下校時刻〉授業時数「4」…13:00,「5」…14:00,「6」・委員会…14:45, クラブ…15:00 

通常は AS（放課後遊び，補習学習）もあります。「AS」の欄の／は，全校 AS なしの日です。 

そよかぜ学級の             教諭は、負傷治療のため１学期末までお休みすることになりました。 
そよかぜ学級担当として、時間講師         教諭が着任し、１学期末まで勤務します。 

 

子供が主役の特別活動！！ 
 三小のみんなが気持ちよく、安心して生活していくために５・６年生（代表委員会のみ３～６年生）が各委員会の仕事

をしています！子供たちの力で学校をより良くしていくために、自分たちにできることを話し合い、活動をしています！ 

委員会活動 三小のみんなが気持ちよく、安心して生活していくために５・６年生（代表委員会のみ３～６年生）が各委

員会の仕事を責任もって行っています！子供たちの力で学校をより良くしていくために、自分たちにできることを話し

合い、活動をしています！ 

クラブ活動 今年度も、自分たちでどんなクラブを作りたいか考えるところから始めました！６年生を中心に、活動計画

を立て、準備、当日の運営まで子供たちが行っています！「自分たちの力」ですべて行うことで、子供たちが主体的に取

り組めています！ 

たてわり班活動 三小では、年間を通して「たてわり班活動」を行っています！６年生がリーダーとなり、班ごとに遊ん

だり、集会で協力して取り組んだりしています！６年生のリーダーシップのおかげで、下学年のみんなが安心して楽しく

活動しています！ 

数字は授業時数 

 

特別活動 

【夏休みラジオ体操】 ７／１８（土）～８／３１（月） 

 時間 ６：３０～６：４０  場所 竹丘公園 休み 木曜日、8/14～16 

低学年児童は大人と一緒に参加しましょう。 


